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「先を怠ぐことはない、山は楽しみながらのぼらにやJとあえぐ生徒の荷物を持つ君

出と、 と、人を愛した八木祥文君を悼む

井出志津夫*

入院した 4月の頃は、「ストレスがたまってすい臓が膨れてしまった。膨れがヲiいたら夏休み中家で

ゆっくり静養して、 9丹か 10月には職場に戻ろうと思うよ」と、すい臓や十二指腸の当たりの閣をだ

して病状の説明をしてくれた。私は、山好きな八木君だから新田次郎の本は大抵読んだだろうが、も

しかしたちと fアラスカ物語Jを持っていった。八木君はま

ひとしきり山のこと来年の高校総体のことなどを話した。

20年前、八木君と私は理学部の黒田先生に

は石廊崎の南崎火山に挑戦した。互いのフィールド

でいないと喜んでくれた。そこで、

は伊豆稲取の浅間山を、私

りや顕微鏡下の鉱物鑑定の

をし合った。この時の八木震の顕微鏡スケッチは大変正確で、後に伊東市で作成した「城ケ崎ガ

イドブックJに黒田先生が掲載したほどであった。八木君はスケッチが得意で、年賀状は大抵登った

山から見たスケッチを送ってくれた。ゼミではティレーの ISOMEASPECTS OF MAGMA TIC 

EVOLUTIONJを読みあい、鉱物の品出願序や液の組成変化に頭を悩ませたものでした。

は地学会中部支部の運営委員を長く努め、県内の地学案内を始め地学の仲

に、大いにその力を発揮してくれた。本誌「静岡地学jには、域性を生かした地学

(日本平の生い立ち)-1975. 30号 r地学散歩 皆既月食-1978• 37号などを

始め高校地学部顧問の時の『ポータブソレ赤道儀の作製…1978"37号そのイ也巡検報告等を投稿し

いる O また、

なら

の巡検だけでなく、 ニュージーランドにも出かけ、地学に
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5月に入ってからは、 っ
永
小 を入れて体外に出していた01この管が取れたら、

かゆを百四くらいかんで食べるんよう O 少し

う八木君の勧めで、私は八木君の食べ残した

也少。 と O 

も

かず

っていると

にはログハウスの本が置いてあった。「柱を組んでJI[原に

きるんよう Jと繰補地を探しているようでした。私もその気になって、

に知られていない所

るんだ。

まだ人

山専用のワン

らなけ

は八木君が中心になって、井]I[県民の森でキャンプをしました。八

テントを積み込んで出発。その車は 5分も走ると、

まで快適にとば
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ゃったりした。家族で来てい

た八木君は食事のことで子供

がぐず、つでも頑として受け付

けず、泣いても知らん顔をし

ていた。わがままを押さえな

がら、協同して自然に溶け込

んでいく家族を目指している

ようすに、私も父親としての

自分を考えさせられた。

6月に入ると、流動食も

らなくなり 180mlの野

ジュースのどうなものを「一

日かけて飲んでるんだよ」と

って、ストローで一口含ん

でもぐもぐと飲んでみせた。

「夕方から夜にかけてすごくつらいんだけど、

それでちょっと眠れるんだ」と O 私は、暇つぶしに

を出すのはやめなければならなくなつ J八ん、」綿

ありし毘の八木祥文会員

もので明け方になると少し楽になるんだよ O

もやろうかと思っ ったのですが、

?月になると、山やサッカーで鍛えた筋肉はすっかり落ち、骨と皮ばかりになっていた。「もう楽に

なる時間が無くなっちゃった。いかんわ、一日中吐気がしていらいらしているよJと、乱れた夏掛け

を直しながら言った。そんな八木君を見ると、こんな街のビルの中の病室に寝かせておかないで、 JI!

音が関こえ山の見える自然のまんまん中に連れてってやりたいと、私の心は悲痛な叫び声をあげてい

た。「八木君、気力で頑張れJと言うと、「ああ、気力だけだJと言っていた。

7月 18日O 今までの部屋ι名札が無いのでび、っくりした。移った個室に入るなり、「八木君、ひど

くなったのJと思ったままを口に出してしまった。「大部屋は寝られない。ここは静かだJとゆっくり

うのでした。私は、ああそうかと妙に納得してしまった。八木君は寝たままでしたが、病院の窓か

ら見えるつもりになって二人で建設中の城北高校を探した。 112月に完成するんだjと雷うので、「そ

れなら 12月までゆっくり休んで、出来上がってから行くといいねJと応えた。体を起こして夏掛けを

取り、細い細い足を際、そうともせずあぐらをかき大きく患を吸うと、「個室に来て 2回もベットから落

ちて意識を失ったんだJとゆっくりゆっくり話した。お腹をくうくういわせながら、吐気をこらえて

いるようでした。 7月 23日、 12時 12分、八木君は 41歳 6カ月の生濯を閉じてしまいました。

今思うと、八木君は嵐の中の岩壁を素手でよじ登るような苦労をしていました。元気になるという

頂上には査りませんでしたが、最後まで登りつづけていました。すごい精神力でした。山岳部の顧問

をしていた八木君は、自分の体を生徒に見立てて「止まっちゃいかん、眠ったらだめだ、前へ進むん

だ、前へJと懸命に励ましていたに違いありません。骨と皮と筋になった忠、まわしい肉体を脱ぎ捨て

た八木君は、今どこに立っているのでしょうか。
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八木君は藤枝市立高洲中学、藤枝東高校を経て、静岡大学教育学部に入学、昭和 46年 4月卒業と同

時に清水東高校に赴任し、昭和 52年には清水南高校、ついで昭和 59年静岡城北高校に移り現在に至っ

ていました。

八木君に最後の別れを告げに行った 7月24日、お父さんは「祥文は 9年前に手術した折、担当医か

ら再発は絶対に避けなければならないと言われていたJと3人もの子供に先立たれた悲しみをねじふ

せて、怒ったように私に言われました。 9年前に入院した時の、一時の衰弱がみるみる回復していっ

た様子を自の当たりにしている私には、信じられないお話でした。今回も、いくら衰弱しでも、八木

は必ず立ち宣ると最期まで疑いませんでした。病院の前でばったり遇った奥様の、深い悲しみを浮

かべたお顔が何を物語っていたのか、今になって判ったのです。

八木君、どうか残された奥さん、陽子さん、達也君、育美ちゃんに、励ましの声を天の頂きから送っ

てやって下さい。

地学会の会員の皆様と共に、心から八木祥文君の
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をお祈りいたします。 ぷ与
口


